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P( x )、t は xに類似
∴P ( t )
P( x 1)、P( x 2 )、P( x 3 )、・・・
∴∀x P( x )
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え方に移る過程の思考では、x + a = b ( a > 0 ) から












え方に移る過程の思考では、実際 ax = bに数字を代
入し、それが正しい答えであることを確認するとい















x + a = b ( a > 0 )
∴x = b－ a
これは、帰納的な考え方から一般化の考え方に移って
いることがわかる。
次に、a > 0 のときに成り立つのであれば、同様に





∴x = b÷a （a ≠0）
これらも同様に「ちょっと待てよ」という思考がは
たらき、帰納的な考え方と一般化の考え方との間では、
毎回左辺から右辺に数字を移すときに、その数字にマ
イナスをつけた数字になっていることに気付き、それ
は右辺の数字を左辺でも引いているからだという根拠
を明らかにしようという思考が存在する。
次に、一般化の考え方と類推的な考え方の間でも、正
と負の数は同じ計算ができるということが既習事項であ
るという根拠を考えようとする思考が存在している。
最後に、類推的な考え方と一般化の考え方でも、四
則演算まで広げることができるであろうという思考が
存在する。
<事例３>
平方根をふくむ式の計算における考え方
の計算において、既習の文字式の計22 3 2+
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的思考が現れるのである。
最近の子どもは、論理的に思考することが弱まった
などという見解が多く見られる。しかし、決して子ど
もは論理的に考えられていないわけではない。なぜな
ら子どもに「なぜそうなるのか？」と問くことは、筋
道の通った説明を求めているのであり、それに対する
子どもの説明は「だってｐだからｑだ」と述べ、論拠
ｐを示して論理的に説明しているのである。それにも
かかわらず弱まったというように捉えられてしまうの
は、子どもの論理的な思考は主観的で、曖昧であるか
らである。ではなぜそのような見解が見られるかとい
うと、子どもが有効な推論形式を使えてなかったり、
前提が真でないために結論も真でないものがでてきて
しまったりするためである。要するに、有効な推論形
式による、前提が真である演繹的推論ができていない
のである。しかし、子どもにそれはあまり必要ないと
考える。有効な推論形式によって前提が真である演繹
的推論からは新しいものは何も得ることができないの
である。なぜなら、明らかなことを証明しているだけ
で、考えに飛躍がなく新しい仮説が生まれないのであ
る。そのため、数学家などと呼ばれている数学の専門
家などの人たち以外は、そこまで論理的思考に厳密さ
は必要ないのではないかと考える。そういった考えの
飛躍を含めた広義な論理的思考を育てるには、より数
学を学び、より数学の問題を解くことが必要であると
考える。
５．おわりに
本稿の目的は、数学的な見方や考え方と数学的な見
方や考え方をつなぐ思考の存在、またその思考が論理
的思考であるということを事例を基にして分析してい
くことである。その結果、数学的な見方や考え方は独
立しているものではなく、個々が関係しあっていると
いうことがわかった。特に、それらをつなぐ思考が論
理的思考であることも分析できた。そのため、数学的
見方や考え方と論理的思考にはこれまで以上の関係性
があることを導くことができた。その結果数学的な見
方や考え方を養うだけではなく、同時に論理的思考を
養うことができなければ、数学の問題を解くときに、
数学的な見方や考え方を使うことができず、問題も解
くことができないのである。そのときの論理的思考は
う帰納的推論が行われている。そのため、この思考
も論理的思考といえる。
⑤例題３で取り上げた記号化の考え方から類推的な考
え方に移る過程の思考では、同じ記号化の考え方を
使い、表すことを可能にしている２つの事柄に対し
て、何か共通の性質はないかという類比的推論が行
われている。類比的推論は論理的思考のひとつの推
論であるため、この思考は論理的思考といえる。
以上のように、３つの例題の中に見られた５つの考
え方と考え方をつなぐ思考はすべて論理的思考である
ことが定義から分析することができた。これらのこと
から、すべての考え方と考え方をつなぐことを証明で
きたことにはならないが、少なくても論理的思考が存
在することは明らかになった。
論理的思考の存在が明らかになったということは、
個人個人が数学の問題を解くときに使う考え方がその
個人個人の数学的な見方や考え方となるのであろう。
そのため十数個の数学的な見方や考え方の分類はただ
その個人の数学的な見方や考え方を見るための指標と
なってくる。そのため、たとえば「帰納的な考え方」
と「一般化の考え方」がわかるからといって、帰納的
な考え方と一般化の考え方だけで数学の問題は解けな
いということに気をつけなければならない。
４．数学的な見方や考え方と論理的思考の
関係性
上でも述べたように、十数個の数学的な見方や考え
方は独立しているとは考えにくいので、数学的な見方
や考え方を使って問題解決を行う際、それらの考え方
をつなぐ思考が存在し、それらは論理的思考であると
示してきた。本稿では取り上げなかったが、論理的思
考は、考え方と考え方との間だけではなく、まずどの
考え方を使うかを吟味する際にも根拠を明らかにしよ
うとする論理的思考が必要であると考える。さらに、
ひとつの考え方の中で次の操作を行う際にも論理的な
思考が必要であると考える。要するに、数学的な見方
や考え方のあらゆるところに論理的思考は存在してい
ると考える。そのため、数学を学んだり、数学の問題
を解いたりするときには、必ずと言っていい程、論理
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ができた。そのため、数学を学ぶことが論理的思考を
養うことであるということをより強固なものとするこ
とができたと考える。
また、広義な論理的思考で研究を進めたことによっ
て、数学の世界でも、日常生活でも前提から結論を証
明する厳密な演繹的推論だけでなく、考えに飛躍を含
む帰納的推論や類推的推論が新たな仮説などを立てる
ときには、とても重要になってくることがわかった。
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（さいとう　なるみ）
演繹的推論だけではなく、帰納的推論、類推的推論も
含めることが重要である。
近年、数学は数学的論理によって体系化されている
が、数学を創造する過程では、感覚的、直感的な考え
方が必要であり、形式陶冶説は子どもの認知発達を軽
視した説であるとして反省され、具体的な操作・活動
や帰納的推論、類推的推論が重視されるようになった
のである。
今回の研究では数学的な見方や考え方をつなぐ論理
的思考の研究だけにとどまってしまった。数学的な見
方や考え方と論理的思考の他の関係性である、「まず
どの考え方を使うかを吟味する際に必要な思考」、さ
らに、「ひとつの考え方の中で次の操作を行う際に必
要な思考」が存在し、それが論理的思考であるかを明
らかにすることを今後の課題としたい。
また、演繹的推論を除いた、帰納的推論と類推的推
論（後者２つをまとめ蓋然的推論という）が人間の頭
の中でどのような構造をもって考えられ、新たなアイ
デアを生み出すのかという研究も今後の課題としたい
と考える。
本稿での研究は、今日数学教育でも重要性が主張さ
れている論理的思考というものがどのようなものであ
り、実際どのような場面で使われているかを示すこと
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